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大
興
電
子
通
信
（
東
京

都
新
宿
区
）
は
、
企
業
間

の
請
求
書
発
送
を
電
子
化

す
る
「
Ｅ
ｄ
ｉ
Ｇ
ａ
ｔ
ｅ

　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｉ
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
」
を
�
月
�
日
に
発

売
し
た
。

　
２
０
２
３
年
�
月
に
国

税
庁
の
「
適
格
請
求
書
等

保
存
法
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
）」導
入
が
控
え
て
い

る
上
、
脱
炭
素
化
や
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
達
成
に
向
け
、
企

業
間
の
請
求
書
発
送
の
電

子
化
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
に
応
え
る
。

　
同
社
の
ク
ラ
ウ
ド
型
ウ
ェ

ブ
電
子
デ
ー
タ
交
換
（
Ｗ
Ｅ

Ｂ
―
Ｅ
Ｄ
Ｉ
）サ
ー
ビ
ス
「Ｅ

ｄ
ｉ
Ｇ
ａ
ｔ
ｅ
（
エ
デ
ィ
ゲ

ー
ト
）」シ
リ
ー
ズ
と
し
て
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
Ｗ
Ｅ

Ｂ
―
Ｅ
Ｄ
Ｉ
と
は
企
業
間
の

商
取
引
に
必
要
な
見
積
書
、

注
文
書
、
請
求
書
の
や
り
取

り
を
電
子
化
し
て
自
動
的
に

行
う
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
だ
。

　
新
発
売
の
Ｅ
ｄ
ｉ
Ｇ
ａ
ｔ

ｅ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｉ
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
は
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
の

帳
票
デ
ー
タ
を
取
り
込
み
、

自
動
で
同
社
の
ク
ラ
ウ
ド
サ

ー
ビ
ス
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す

る
。
同
シ
リ
ー
ズ
の
「
Ｅ
ｄ

ｉ
Ｇ
ａ
ｔ
ｅ
／
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
」

と
連
携
さ
せ
る
と
電
子
請
求

書
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
を
取
引
先
ご

と
に
振
り
分
け
て
自
動
配
信

で
き
、
配
信
業
務
を
大
幅
に

効
率
化
す
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式

で
の
デ
ー
タ
配
信
も
可
能
な

た
め
、
取
引
先
と
も
容
易
に

シ
ス
テ
ム
連
携
が
可
能
だ
。

請
求
書
の
保
存
や
電
子
請
求

デ
ー
タ
の
配
信
な
ど
、
「
適

格
請
求
書
発
行
事
業
者
」
に

必
要
な
機
能
も
備
え
て
い

る
。

　
ま
た
同
社
は
�
月
�
日
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
簡
単
に
雇
用
契
約
や

入
社
手
続
き
が
で
き
る
ク
ラ

ウ
ド
型
ウ
ェ
ブ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
雇
用
契
約
」

を
発
売
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
手
続
き
を
完
了
で
き
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、脱
ハ
ン
コ
、

脱
サ
イ
ン
が
可
能
と
な
り
コ

ス
ト
削
減
や
、
総
務
人
事
部

門
と
従
業
員
間
の
業
務
の
手

間
を
大
幅
削
減
す
る
。

　
�
年
の
労
働
基
準
法
改
正

で
労
働
条
件
通
知
書
の
電
子

化
が
解
禁
さ
れ
、
企
業
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
入
社
手
続
が

可
能
に
な
っ
て
い
た
。

　
東
京
ガ
ス
、
東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
、

ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ド
は
４
日
、
世
界
初
の
水
素
燃
焼
式
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）
電
極
材
用
連
続
焼
成
炉
「
Ｃ
―
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
―
Ｒ
Ｈ
Ｋ
―
Ｎ
ｅ
ｒ
ｏ
」

を
開
発
し
た
と
発
表
し
た
。
東
京
ガ
ス
・
Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
の
水
素
燃
焼
技
術
と
、
ノ
リ
タ
ケ

の
焼
成
炉
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
実
現
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
の

実
現
に
向
け
、
需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
電
極
材
の
製
造
時
に

お
け
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
実
現
す
る
焼
成
炉
と
し
て
普
及
拡
大
を
図
る
。

水
素
燃
焼
式
Ｌ
ｉ
Ｂ
電
極
材
用

連
続
焼
成
炉
（
イ
メ
ー
ジ
）

洋上でのＣＯ２回収実証試験

ノ
ー
リ
ツ
の
腹
巻
知
社
長
（
右
）

と
神
戸
大
学
の
藤
澤
正
人
学
長

日
本
橋
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

の
中
央
監
視
室

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
純
水
素
型
燃
料
電
池

川
崎
重
工
が
納
入
し
た
二
元
燃

料
エ
ン
ジ
ン
発
電
設
備

水
素
燃
焼
式
の
連
続
焼
成
炉
の

検
証
炉

　
三
菱
造
船
は
�
月
�
日
、

実
船
に
搭
載
し
た
洋
上
二
酸

化
炭
素
（Ｃ
Ｏ
２

）
回
収
小
型

デ
モ
プ
ラ
ン
ト
を
使
い
、
船

舶
エ
ン
ジ
ン
の
排
ガ
ス
か
ら

Ｃ
Ｏ
２

を
分
離
・
回
収
し
、

�
・
９
％
以
上
の
Ｃ
Ｏ
２

純

度
を
達
成
で
き
た
と
発
表
し

た
。
計
画
通
り
の
Ｃ
Ｏ
２

回

収
率
を
実
現
で
き
、
実
用
化

の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
し

て
い
る
。

　
三
菱
造
船
、
川
崎
汽
船
、

日
本
海
事
協
会
が
共
同
で
洋

上
Ｃ
Ｏ
２

回
収
装
置
の
検
証

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
陸
上

プ
ラ
ン
ト
用
Ｃ
Ｏ
２

回
収
装

置
を
洋
上
用
に
転
用
し
た
小

型
デ
モ
プ
ラ
ン
ト
を
８
月
上

旬
に
川
崎
汽
船
運
航
の
東
北

電
力
向
け
石
炭
運
搬
船
に
搭

載
。
三
菱
造
船
の
技
師
が
乗

船
し
、同
プ
ラ
ン
ト
の
運
転
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
乗
組
員
へ

の
操
作
指
導
、
分
離
・
回
収

し
た
Ｃ
Ｏ
２

の
計
測
・
分
析

・
評
価
な
ど
を
行
っ
た
。
９

月
中
旬
か
ら
は
一
般
乗
組
員

が
商
用
運
航
中
に
Ｃ
Ｏ
２

の

分
離
・
回
収
を
行
う
世
界
初

の
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
来

年
３
月
末
ま
で
実
施
す
る
。

　
回
収
Ｃ
Ｏ
２

純
度
が
�
・

９
％
以
上
で
あ
れ
ば
、
肥
料

・
メ
タ
ノ
ー
ル
増
産
な
ど
の

化
学
用
や
冷
却
用
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
な
ど
の
一
般
用
、
原
油

増
産
を
目
的
と
し
た
Ｅ
Ｏ
Ｒ

（
原
油
増
進
回
収
）
用
な
ど

で
活
用
で
き
る
。

　
三
菱
造
船
は
、
今
回
の
実

証
試
験
で
得
ら
れ
た
知
見
を

基
に
、
Ｃ
Ｏ
２

回
収
装
置
の

安
全
性
や
操
作
性
を
検
証

し
、
今
後
の
商
用
実
機
の
開

発
を
検
討
し
て
い
く
。

二
元
燃
料
エ
ン
ジ
ン

沖
縄
電
力
に
納
入

川
崎
重
工

　
川
崎
重
工
業
は
、
天
然
ガ

ス
と
重
油
を
燃
料
と
す
る
定

格
出
力
１
万
２
０
０
０
㌔
㍗

の
デ
ュ
ア
ル
・
フ
ュ
ー
エ
ル

（
二
元
燃
料
）
エ
ン
ジ
ン
発

電
設
備
２
基
を
沖
縄
電
力
の

宮
古
第
二
発
電
所
に
納
入
し

た
。
事
業
用
発
電
用
途
で
の

デ
ュ
ア
ル
・
フ
ュ
ー
エ
ル
エ

ン
ジ
ン
の
採
用
は
こ
れ
が
国

内
初
と
な
る
。

　
同
発
電
所
６
、
７
号
機
の

増
設
工
事
と
し
て
２
０
１
９

年
９
月
に
受
注
し
た
。
設
備

の
設
計
、
機
関
・
発
電
機
な

ど
の
供
給
、
据
付
、
試
運
転

ま
で
発
電
所
建
設
工
事
一
式

を
請
け
負
い
、
こ
の
ほ
ど
引

き
渡
し
を
完
了
さ
せ
た
。
沖

縄
電
力
は
�
月
�
日
か
ら
営

業
運
転
を
開
始
し
た
。

　
沖
縄
電
力
は
現
在
、
�
の

離
島
系
統
で
、
主
に
重
油
を

燃
料
と
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備
か
ら
電
気
を
供
給
し

て
い
る
。
将
来
、
離
島
で
天

然
ガ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境

が
整
っ
た
場
合
に
備
え
て
、

環
境
性
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上
に
資
す

る
デ
ュ
ア
ル
・
フ
ュ
ー
エ
ル

エ
ン
ジ
ン
を
採
用
し
た
。
宮

古
島
を
含
め
、
離
島
で
の
天

然
ガ
ス
の
利
用
開
始
時
期
は

未
定
だ
が
、
官
民
で
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
デ
ュ
ア
ル
・
フ
ュ
ー
エ
ル

エ
ン
ジ
ン
発
電
設
備
で
天
然

ガ
ス
を
使
用
す
れ
ば
、
従
来

に
比
べ
、
窒
素
酸
化
物
排
出

量
は
約
�
％
、
二
酸
化
炭
素

排
出
量
は
約
�
％
、
硫
黄
酸

化
物
排
出
量
は
約
�
％
削
減

で
き
る
。

　
天
然
ガ
ス
だ
け
で
な
く
、

い
ざ
と
い
う
時
に
は
長
期
貯

蔵
が
容
易
な
重
油
で
も
運
用

で
き
る
た
め
、
安
定
し
た
電

源
供
給
が
可
能
と
な
る
。

ガ
ス
供
給
機
器

約
�
％
値
上
げ

Ｉ
・
Ｔ
・
Ｏ

　
Ｉ
・
Ｔ
・
Ｏ
は
、
２
０
２

２
年
１
月
５
日
出
荷
分
か
ら

調
整
器
、
ガ
バ
ナ
ー
、
バ
ル

ブ
な
ど
、
供
給
機
器
全
般
の

価
格
を
約
�
％
値
上
げ
す

る
。
こ
れ
ら
ガ
ス
供
給
機
器

の
主
材
料
で
あ
る
黄
銅
、
ア

ル
ミ
、
鋳
鉄
な
ど
の
原
材
料

の
価
格
高
騰
が
続
い
て
い
る

ほ
か
、
ゴ
ム
、
樹
脂
、
メ
ッ

キ
、
塗
装
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
の
調
達
コ
ス
ト
も
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
努

力
の
み
で
吸
収
す
る
こ
と
は

困
難
と
判
断
し
、
価
格
改
定

を
決
め
た
。

　
同
社
は
、
「
今
後
も
信
頼

さ
れ
る
品
質
、
価
格
で
良
質

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

し
、
一
層
の
努
力
を
重
ね
て

い
く
」
と
し
て
い
る
。

　
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
は

こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
１
年
度

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
の
受
賞

１
６
０
８
件
を
発
表
し
た
。

ガ
ス
関
連
で
は
、リ
ン
ナ
イ
、

パ
ロ
マ
、
岩
谷
産
業
の
各
社

の
機
器
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、

東
京
・
中
央
区
日
本
橋
室
町

で
の
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
受
賞
。
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
純
水
素
型
燃

料
電
池
は
、
審
査
委
員
会
か

ら
高
い
評
価
を
得
た
「
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
・
ベ
ス
ト
１
０

０
」
に
選
ば
れ
た
。

　
リ
ン
ナ
イ
は
、
浴
室
暖
房

乾
燥
機
用
リ
モ
コ
ン
と
ビ
ル

ト
イ
ン
電
気
ス
チ
ー
ム
オ
ー

ブ
ン
レ
ン
ジ
で
受
賞
。
リ
モ

コ
ン
は
、
無
駄
な
ラ
イ
ン
を

排
除
し
た
シ
ン
プ
ル
で
機
能

的
な
デ
ザ
イ
ン
と
し
、
視
認

性
と
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
さ
の

両
立
に
こ
だ
わ
っ
た
。

　
パ
ロ
マ
は
、
グ
リ
ル
調
理

容
器
「
ラ
・
ク
ッ
ク
シ
リ
ー

ズ
」
で
受
賞
。
穴
の
な
い
ふ

た
付
き
容
器
で
、
グ
リ
ル
庫

内
の
汚
れ
を
�
・
９
％
防
ぐ

一
方
、
し
っ
か
り
焦
げ
目
が

つ
く
。
調
理
と
掃
除
の
負
担

軽
減
に
寄
与
す
る
。

　
岩
谷
産
業
は
、
「
イ
ワ
タ

ニ
　
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
炊
飯

器
」
で
受
賞
。
ホ
ー
ス
や
コ

ー
ド
が
な
く
、
場
所
を
選
ば

ず
に
炊
飯
が
可
能
で
、
防
災

用
に
も
適
し
て
い
る
。

　
三
井
不
動
産
Ｔ
Ｇ
ス
マ
ー

ト
エ
ナ
ジ
ー
ら
は
、
東
京
・

中
央
区
日
本
橋
室
町
で
の
再

開
発
事
業
で
、
ガ
ス
コ
ー
ジ

ェ
ネ
な
ど
を
備
え
た
日
本
橋

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
新
設
ビ
ル
だ
け
で
な

く
、
既
存
ビ
ル
も
含
め
た
街

区
全
体
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）強
化
を
実
現
し
た
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
純
水
素

型
燃
料
電
池
は
水
素
を
燃
料

に
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出
せ

ず
に
発
電
す
る
。
複
数
台
を

連
結
さ
せ
て
使
用
す
る
こ
と

も
可
能
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
実
現
に
向
け
た

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
た
。

キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
賞

ガ
ス
関
連
４
件
受
賞

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営

利
活
動
法
人
）
キ
ッ
ズ
デ
ザ

イ
ン
協
議
会
は
こ
の
ほ
ど
、

「
第
�
回
キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン

賞
」
受
賞
作
品
２
３
４
点
を

発
表
し
た
。ガ
ス
関
連
で
は
、

大
阪
ガ
ス
、
東
邦
ガ
ス
、
パ

ロ
マ
が
受
賞
し
た
。同
賞
は
、

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
成

長
発
達
に
役
立
つ
優
れ
た
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
、
研
究
活
動

な
ど
を
顕
彰
す
る
制
度
で
、

２
０
０
７
年
度
か
ら
公
募
・

表
彰
を
行
っ
て
い
る
。
今
回

は
４
０
９
点
の
応
募
が
あ
っ

た
。

　
大
阪
ガ
ス
は
、
子
ど
も
の

プ
リ
ン
ト
簡
単
管
理
ア
プ
リ

「
プ
リ
ゼ
ロ
」
の
開
発
と
、

甲
南
女
子
大
学
人
間
科
学
部

生
活
環
境
学
科
の
濵
口
郁
枝

教
授
と
の
「
和
食
だ
し
体
験

講
座
」
に
関
す
る
共
同
研
究

で
受
賞
し
た
。

　
プ
リ
ゼ
ロ
は
、
学
校
な
ど

か
ら
配
ら
れ
る
プ
リ
ン
ト
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
管
理
す

る
ア
プ
リ
。
プ
リ
ン
ト
を
ス

マ
ホ
で
撮
影
し
、
ア
プ
リ
内

に
デ
ー
タ
を
保
存
で
き
る
。

４
月
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
後
、

利
用
者
は
拡
大
。
９
月
に
は

累
計
５
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を

突
破
し
た
。

　
出
張
授
業
「
和
食
だ
し
体

験
講
座
」
の
研
究
で
は
、
参

加
し
た
小
学
生
高
学
年
と
保

護
者
か
ら
得
ら
れ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
基
に
、
食
や
料

理
に
関
す
る
興
味
や
関
心
な

ど
に
つ
い
て
分
析
。
健
康
的

な
食
生
活
へ
の
改
善
、
調
理

に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
な

ど
に
関
し
て
変
化
を
確
認
で

き
た
と
し
て
い
る
。

　
東
邦
ガ
ス
は
、
Ｖ
Ｒ
（
バ

ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
＝

仮
想
現
実
）
技
術
に
よ
っ
て

調
理
時
の
火
の
扱
い
方
に
つ

い
て
安
全
に
学
べ
る
新
し
い

教
材
「
火
学
Ｖ
Ｒ
」
の
活
用

効
果
に
関
す
る
研
究
で
、
金

城
学
院
大
学
と
と
も
に
受
賞

し
た
。
生
徒
に
調
理
実
習
の

前
に
火
学
Ｖ
Ｒ
を
体
験
し
て

も
ら
い
、学
習
効
果
を
検
証
。

火
学
Ｖ
Ｒ
の
活
用
に
よ
り
、

火
の
安
全
管
理
に
気
を
配

り
、
加
熱
調
理
に
集
中
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
、
教
材

と
し
て
の
活
用
効
果
を
確
認

で
き
た
と
し
て
い
る
。

　
パ
ロ
マ
は
、
ガ
ス
ふ
ろ
給

湯
器
「ブ
ラ
イ
ツ
シ
リ
ー
ズ
」

で
受
賞
し
た
。
住
宅
内
あ
る

い
は
外
出
先
か
ら
ス
マ
ホ
で

簡
単
に
湯
は
り
設
定
が
で
き

る
遠
隔
制
御
機
能
や
、
乳
幼

児
へ
の
負
担
軽
減
と
な
る
湯

は
り
時
の
温
度
ム
ラ
を
解
消

す
る
温
度
制
御
機
能
な
ど
、

子
育
て
層
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
利
便
性
、
快
適
性
が
評
価

に
つ
な
が
っ
た
。

　
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
開

発
・
販
売
な
ど
を
手
掛
け
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
ク
ノ
ク
ロ
ス
は
こ

の
ほ
ど
、
現
場
報
告
・
点
検

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
わ
く
レ

ポ
！
」
に
五
つ
の
新
機
能
を

追
加
し
た
。
ユ
ー
ザ
ー
の
利

便
性
を
さ
ら
に
高
め
、
ガ
ス

管
工
事
や
点
検
作
業
の
負
荷

軽
減
に
貢
献
す
る
。

　
「
わ
く
レ
ポ
！
」
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
、
現
場
か
ら
の
業

務
報
告
、
帳
票
管
理
、
写
真

・
動
画
の
撮
影
が
で
き
、
説

明
書
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の

参
照
も
可
能
。
従
来
使
用
し

て
い
た
紙
ベ
ー
ス
の
業
務
報

告
書
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
使

用
で
き
、
従
来
の
運
用
を
変

え
ず
に
簡
単
に
導
入
で
き
る

点
が
好
評
を
得
て
い
る
。
フ

ィ
ー
ル
ド
業
務
担
当
者
の
業

務
負
荷
軽
減
と
作
業
効
率
化

に
寄
与
す
る
ア
プ
リ
と
し
て

多
く
の
業
界
で
活
用
さ
れ
て

い
る
。

　
ガ
ス
事
業
者
な
ど
の
ニ
ー

ズ
を
基
に
今
回
新
た
に
追
加

し
た
機
能
は
次
の
五
つ
。

　
①
点
検
業
務
の
遠
隔
支

援
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
や

点
検
作
業
の
際
、
事
務
所
に

い
る
ベ
テ
ラ
ン
作
業
員
と
ビ

デ
オ
通
話
が
で
き
る
。
現
場

の
状
況
を
事
務
所
と
共
有

し
、
遠
隔
か
ら
点
検
指
示
を

受
け
る
な
ど
、
円
滑
な
作
業

を
可
能
と
す
る
。

　
②
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
報
告

書
作
成
・
編
集
・
提
出
が
可

能
。
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

だ
け
で
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
で

も
報
告
書
が
作
成
で
き
る
。

一
つ
の
報
告
書
を
現
場
で
も

事
務
所
で
も
作
成
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
現
場
作
業
前
に

現
場
管
理
者
が
事
務
所
か

ら
、
現
場
作
業
者
へ
「
作
業

指
示
」
「
作
業
後
の
結
果
確

認
」
な
ど
を
入
力
で
き
る
。

　
③
報
告
書
の
確
認
・
編
集

依
頼
。
事
務
員
が
現
場
担
当

者
に
報
告
書
記
入
を
依
頼
す

る
場
合
な
ど
、
１
作
業
の
報

告
書
を
複
数
人
で
作
成
す
る

処
理
フ
ロ
ー
に
対
応
可
能
と

し
た
。
帳
票
は
一
覧
表
示
さ

れ
、
依
頼
者
が
提
出
状
態
の

確
認
や
催
促
を
行
う
こ
と
も

で
き
る
。

　
④
提
出
済
み
帳
票
を
現
場

で
印
刷
。
帳
票
な
ど
を
モ
バ

イ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
が

可
能
。
現
場
で
作
業
完
了
報

告
書
を
印
刷
し
、
現
場
で
の

作
業
後
に
手
書
き
の
署
名
を

も
ら
い
、
現
場
で
作
業
を
完

結
で
き
る
。

　
⑤
過
去
の
点
検
デ
ー
タ
や

標
準
値
を
比
較
表
示
。
点
検

作
業
な
ど
で
、
対
象
設
備
に

関
す
る
過
去
の
点
検
デ
ー
タ

を
過
去
の
帳
票
か
ら
閲
覧
で

き
、
グ
ラ
フ
化
さ
れ
た
正
常

値
範
囲
を
参
照
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

　
ノ
ー
リ
ツ
は
４
日
、
神
戸

大
学
と
包
括
的
な
共
同
研
究

と
人
材
交
流
を
推
進
す
る
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
と

発
表
し
た
。
今
後
�
年
間
で

�
億
円
規
模
を
拠
出
し
、
脱

炭
素
関
連
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
（
健

康
）分
野
で
の
新
商
品
開
発
、

新
規
事
業
創
出
に
産
学
連
携

で
取
り
組
む
。

　
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
開
発
の

基
と
な
る
基
礎
研
究
や
研
究

シ
ー
ズ
を
多
数
保
有
す
る
同

大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
学

術
成
果
の
社
会
実
装
を
図

る
。
対
象
分
野
は
①
脱
炭
素

技
術
領
域
②
Ｄ
Ｘ
技
術
領
域

③
ウ
ェ
ル
ネ
ス
技
術
領
域
。

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
、
共
同
で
取
り
組
む
。

「神
戸
大
学
ノ
ー
リ
ツ
連
携

協
議
会
」
を
設
立
し
、
目
標

設
定
や
進
�
管
理
を
行
う
。

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
同

社
か
ら
は
研
究
開
発
本
部
の

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
や
研
究

者
、
同
学
か
ら
各
研
究
室
の

教
授
ら
が
参
加
。
同
協
議
会

に
は
、
同
社
か
ら
は
研
究
開

発
本
部
長
、
同
学
か
ら
は
副

学
長
ら
が
参
加
す
る
。

　
具
体
的
な
研
究
テ
ー
マ

は
、
同
社
の
技
術
ニ
ー
ズ
を

ベ
ー
ス
に
、
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
研
究
者
を
同
学
が
探
索
す

る
と
と
も
に
、
同
学
の
研
究

シ
ー
ズ
を
ベ
ー
ス
に
、
潜
在

ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
設
定
す

る
。
２
０
２
２
年
４
月
に
各

研
究
テ
ー
マ
を
決
定
し
、
共

同
研
究
を
開
始
す
る
。
年
１

回
の
成
果
発
表
会
と
、
毎
月

の
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ

会
議
の
開
催
を
計
画
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ

て
人
材
交
流
、
人
材
育
成
も

推
進
す
る
。

　
３
社
は
昨
年
８
月
、
世
界

初
の
ガ
ス
燃
焼
式
に
よ
る
Ｌ

ｉ
Ｂ
電
極
材
用
連
続
焼
成
炉

「Ｃ
―
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
―
Ｒ
Ｈ
Ｋ
」

を
共
同
開
発
し
た
。
耐
熱
・

耐
蝕
性
能
に
優
れ
た
特
殊
セ

ラ
ミ
ッ
ク
を
発
熱
体
（
ラ
ジ

ア
ン
ト
チ
ュ
ー
ブ
）
と
し
て

バ
ー
ナ
ー
に
採
用
。
従
来
の

ラ
ジ
ア
ン
ト
チ
ュ
ー
ブ
バ
ー

ナ
ー
の
課
題
だ
っ
た
１
０
０

０
度
以
上
の
高
温
で
の
熱
処

理
を
対
応
可
能
と
し
た
。
ガ

ス
燃
焼
式
に
す
る
こ
と
で
、

電
気
加
熱
炉
に
比
べ
、
最
大

�
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

削
減
を
実
現
し
た
。

　
水
素
燃
焼
式
Ｌ
ｉ
Ｂ
電
極

材
用
連
続
焼
成
炉
は
、
こ
の

ガ
ス
燃
焼
式
の
技
術
を
基
に

開
発
し
た
。
燃
焼
時
に
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
が
発
生

し
な
い
水
素
専
焼
を
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
に
加
え
、
Ｃ
Ｎ
に
向

け
た
需
要
家
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
。

　
水
素
は
火
炎
温
度
が
高

く
、
特
に
狭
い
空
間
で
は
高

温
燃
焼
時
に
窒
素
酸
化
物

（
Ｎ
Ｏ
χ

）
が
発
生
し
や
す

く
な
る
。
東
京
ガ
ス
・
Ｔ
Ｇ

Ｅ
Ｓ
が
培
っ
て
き
た
独
自
の

燃
焼
技
術
で
Ｎ
Ｏ
χ

抑
制
と

安
定
燃
焼
を
実
現
。
温
度
分

布
の
平
準
化
や
ス
ム
ー
ズ
な

温
度
追
従
性
、
酸
素
濃
度
の

維
持
な
ど
を
可
能
と
し
、
天

然
ガ
ス
燃
焼
時
と
同
等
の
温

度
精
度
・
Ｎ
Ｏ
χ

排
出
量
を

水
素
燃
焼
で
実
現
し
た
。

　
ガ
ス
燃
焼
式
の
部
品
を
取

り
換
え
る
こ
と
で
、
水
素
燃

焼
式
に
切
り
替
え
る
こ
と
も

可
能
。
現
在
は
、
水
素
の
価

格
が
高
い
た
め
天
然
ガ
ス
と

混
焼
さ
せ
、
コ
ス
ト
を
抑
え

な
が
ら
天
然
ガ
ス
専
焼
時
よ

り
も
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
削
減

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
３
社
は
、
Ｎ
ｅ
ｒ
ｏ
の
高

効
率
加
熱
技
術
を
Ｌ
ｉ
Ｂ
電

極
材
だ
け
で
な
く
、
高
温
域

で
の
安
定
熱
処
理
が
求
め
ら

れ
る
自
動
車
分
野
、
通
信
機

器
分
野
な
ど
に
も
応
用
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
の
加
熱
工

程
の
脱
炭
素
化
に
貢
献
す
る

と
し
て
い
る
。




